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衆議院原子力問題調査特別委員会ニュース 

平成 27.5.28 第 189 回国会第４号 

 

5 月 28 日（木）、第４回の委員会が開かれました。 

 

１ 原子力問題に関する件 

・高木経済産業副大臣、山本文部科学大臣政務官、福山環境大臣政務官、田中原子力規制委員会委員長及び政府参考人

に対し質疑を行いました。 

（質疑者及び主な質疑内容） 

大 西 英 男君（自民） 

・原子力発電所の新規制基準の適合性審査の遅れは町工

場や家庭に大きな経済的影響を与えている。適合性審

査に長期間を要している理由として、審査の要求水準

の不明確さと審査を担当している人員の不足が考えら

れるが、田中原子力規制委員会委員長（以下「田中委

員長」という。）の見解を伺いたい。 

・原子力分野の将来に向けた人材育成のためにも、試験

研究用等原子炉施設について、早期再稼働や老朽化し

た施設の更新等を行う必要があると考えるが、山本文

部科学大臣政務官の見解を伺いたい。また、同施設の

適合性審査が長期化している現状について、田中委員

長の見解を伺いたい。 

 

村 井 英 樹君（自民） 

・脱原発依存を考えるとき、具体的にどのような目標を

立て、どのような政策で実現していくのか、４月に示

された 2030 年度の電源構成比率の政府案も踏まえて

経済産業省に伺いたい。 

・１kw 時当たり 10.1 円以上と経済産業省が算定した原

子力発電コスト試算における事故リスク対応費用に含

まれている項目とその見込み額、事故リスクを 4000

炉・年としているが適切なのか、原発事故に伴う農産

物や観光産業等の風評被害についてどのように組み込

まれているかを含めて伺いたい。 

 

樋 口 尚 也君（公明） 

・法的に位置付けられた原子炉安全専門審査会、核燃料

安全専門審査会という諮問機関を有効的に活用するこ

とで、科学的な意見の不一致を調整して審査の効率化

を図るべきと考えるが、田中委員長の見解を伺いたい。 

・審査の遅れによりテロ対策のための特定重大事故等対

処施設の設置が間に合わない懸念に対応するため、原

子力規制委員会設置法附則第 97 条の検討規定を適用

する必要があると考えるが、田中委員長の所見を伺い

たい。 

 

逢 坂 誠 二君（民主） 

・電源開発大間原子力発電所（以下「大間原発」という。）

の建設事業者である電源開発株式会社の来歴を含めた

企業情報、国との関係及び大間原発の位置付けについ

て経済産業省に伺いたい。 

・大間原発の建設中止を判断する権限を有する主体につ

いて、経済産業省に伺いたい。 

・実効性ある避難計画及び地元の同意がなければ、原子

力発電所の稼働はできないという仕組みを設ける必要

があると考えるが、高木経済産業副大臣の見解を伺い

たい。 

 

田 嶋   要君（民主） 

・原子力発電所の新規制基準について、地震及び津波対

策以外の見直し内容を伺いたい。また、ヒューマンエ

ラー等に対する原発の安全性への国民の不安があるこ

とについて、田中委員長の見解を伺いたい。 

・経済産業省が算定した電源別の発電コストの試算につ

いて、原子力発電の事故リスクを 2000 炉・年から 4000

炉・年に変更した理由、またその根拠となる科学的知

見を経済産業省に伺いたい。 

 

初 鹿 明 博君（維新） 

・放射性物質汚染対処特措法において、指定廃棄物の基

準値（1 キログラム当たり 8,000 ベクレル超）に該当

するものの、地元の判断で指定申請されていない廃棄

物が５道県で計 3,651 トンあることが報道されている

が、環境省はこの件について把握しているのか確認し

たい。併せて、当該道県において長期管理施設を建設

しなければ、これらの廃棄物が放置される事態も考え

られるが、環境省の見解を伺いたい。 
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・環境省は自然災害も考慮して千葉市の東京電力千葉火

力発電所の敷地を長期管理施設候補地として選定した

としているが、今後の詳細調査において、液状化の可

能性や活断層の有無等も含めて調査を行うのか確認し

たい。 

・同発電所敷地内にレッドリストで絶滅危惧Ⅱ類に指定

されている渡り鳥のコアジサシの繁殖地があることを

把握しているのか環境省に確認したい。併せて、仮に

コアジサシの繁殖への影響があったとしても同敷地を

長期管理施設の建設地とすることが妥当と判断されれ

ば、工事を進めていく考えであるのか確認したい。 

 

藤 野 保 史君（共産） 

・原子力発電所のテロ対策としての特定重大事故等対処

施設は重要な施設であり設置に巨額の費用を要するた

め、同施設についても経理的基礎の審査を行うべきと

考えるが、原子力規制委員会の見解を伺いたい。 

・技術的能力について過酷事故の発生を想定した審査を

行うならば、経理的基礎についても同様の想定の下、

原子炉設置に係る費用だけでなく賠償能力等について

も審査すべきと考えるが、田中委員長の見解を伺いた

い。 

 


